
（様式論文博士４）

論　　文　　目　　録
	氏　　　名
	

	学　　位　　論　　文　　題　　目

	

	参　　　　考　　　　論　　　　文

（学位論文に関係の深いもので，その研究の基礎となった論文等をいう。）

	題　　　　目
	

	著者名
	

	学術雑誌名

（論文の区分）
	　　　　　　（　　巻，　　号，　　頁）（　　）

	発行年月
	　　令和　　年　　月

	題　　　　目
	

	著者名
	

	学術雑誌名

（論文の区分）
	　　　　　　（　　巻，　　号，　　頁）（　　）

	発行年月
	　　令和　　年　　月

	題　　　　目
	

	著者名
	

	学術雑誌名

（論文の区分）
	　　　　　　（　　巻，　　号，　　頁）（　　）

	発行年月
	　　令和　　年　　月


	そ　　の　　他　　の　　論　　文

（学位論文とは直接関係しないが，審査上参考になる学術論文）

	題　　　　目
	

	著者名
	

	学術雑誌名

（論文の区分）
	　　　　　　（　　巻，　　号，　　頁）（　　）

	発行年月
	　　令和　　年　　月

	題　　　　目
	

	著者名
	

	学術雑誌名

（論文の区分）
	　　　　　　（　　巻，　　号，　　頁）（　　）

	発行年月
	　　令和　　年　　月

	題　　　　目
	

	著者名
	

	学術雑誌名

（論文の区分）
	　　　　　　（　　巻，　　号，　　頁）（　　）

	発行年月
	　　令和　　年　　月


備考　
　１．論文は，発表年月日順に掲載すること。

　２．論文の区分は，査読付き論文は（ア），査読のある国内，国際会議のプロシーディングス等は（イ），
その他総説，解説等は（ウ）の符号を付すこと。
　３．参考論文はｂkまたはαｋに相当する論文とし，３編以上のｂkに相当する論文に◎を付すこと。ただし，単位取得退学後３年以内に申請する場合は，課程博士と同等の審査を実施するので，１編以上のｂkに相当する論文に◎を付すこと。

４．参考論文のうち，博士の学位を有しない共著者を含むものについて，博士の学位を有しない共著者全員の「承諾書」（様式共通２）を添付すること。また，共著者のうち博士の学位を有しない者には，アンダーラインを付けること。
